
豊かな森の実り ードングリー

秋になると多くの植物が赤、黄、緑、茶色など、艶やか
な実をつけ、森の動物たちにとっても食べ物が豊かな季節
となります。
右の写真は、陶史の森で育つ代表的な「ドングリ」の実

です。ドングリとは、ブナ科のカシ・ナラ・カシワなどコ
ナラ属樹木の果実の総称です。ドングリそのものが種子に
見えますが、リンゴなどと同様に果実です。共通の特徴と
して、先端がとがり、表面の皮は硬く、上部はすべすべ、
下部はぶつぶつしています。下部または全部をお椀状やま
り状のものが覆っていて、これを殻

か く と
斗といい、俗に「ぼう

し」「はかま」などと呼ばれています。
ドングリは漢字で「団栗」と書きます。語源は諸説あり

ますが、実をコマにして遊んだことから、コマの古名「ツ
ムグリ」が「ヅムグリ」となり、「ドングリ」に転じたと
考えられています。ブナ類の木は、木炭や燃料、堅さを利
用して農機具の柄として使われたほか、実も食用になった
り遊び道具になったりして、人の生活と関わってきました。
森に住む動物たちにとっても同様に、生きていくためにと
ても貴重な実です。そんな貴重で豊かな陶史の森の樹木を
しっかりと守っていきたいと思います。

葉っぱのしおりづくり
（要申込／定員20人）

11月４日（土）午前９時～11時
色付いた葉っぱを採集し、しおりに
します。
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バードウオッチング（自由参加）

10月22日（日）午前９時～11時
秋の野鳥を観察します。

11月26日（日）午前９時～11時
晩秋の野鳥を観察します。

陶史の森ネイチャー
センター横、林泉の
池堤防に集合してく
ださい。

コナラの実

アベマキ（コルククヌギ）の実

27 2023.10　広報とき

いきものふれあいの里　「陶史の森」だより
土岐市ネイチャーセンター

（☎59-5144）

陶史の森は自然環境保護地域です。動植物や石などは絶対に採らないでください。また、ペットの同伴はご遠慮ください。
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